
施　　策： 財務コード健康づくりの推進 01040105-02-305

キーコード：357

出力日：令和08年03月16日
事務事業名カミ―リヤフェスティバル事業

16
基本事業： 01生活習慣の改善 担当部 健康福祉部

基本事業の
成果指標

①週2回以上運動をする市民の割合
②定期的に歯科検診を受けている市民の割合
③喫煙している市民の割合
④生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している市民の割合（男性：2合以
上）

担当課 健康推進課

担当係 健康企画担当

市民 ・本事業は、生涯学習フェスティバル（パープルプラザフェスタ、スポレ
クフェスタ、ハーモニ　ーフェスタ、カミーリヤフェスティバル）のひと
つとして位置づけられている。
・参画団体でカミーリヤフェスティバル実行委員会（年3回開催）を組織
　し、企画・運営にあたっている。
・事務局：健康推進課、生活福祉課、高齢者支援課

・開催日時　10月上旬　10時～15時（予備日は無し）
・参画団体　カミーリヤで活動している福祉団体等（R6年度26団体）
・周知方法　チラシ、ポスター、ホームページ、市広報　等
・来場者計算方法：駐車場警備員による計測から、実来場者数を算出。

保健福祉の拠点施設であるカミーリヤにおいて、カミーリ
ヤ関係団体と協働で健康と福祉をテーマに日頃の活動等の
啓発を行うことで、市民の健康や福祉に対する意識を高め
るとともに関係団体との連携を深めていくことを目的とす
る。

計画年度 平成11年度 ～ 新規・継続 継続 会計区分 一般会計 実施計画
１．対象（誰、何に対して事業を行うのか）

４．成果（簡易評価は未記入）

イベント来場者数（実人数）

参加団体数

0 2,8002,200 2,800 2,800

0 26 27 25 25

成果指標名称 単位 目標
05年度 06年度 07年度 08年度 09年度 10年度
実績 実績 当初 要求 計画 計画

５．コスト
0 816 1,988 1,977計

国
県
地方債
その他
一般

事業費

正職員人工数
正職員人件費
トータルコスト(事業費＋正職員人件費）

0 0 0 0
0
0

0 0 0
0 0 0

0 0 0 0
0 816 1,988 1,977

千円
千円
千円
千円
千円
千円
人工
千円
千円

0.3 0.7 0.3 0.3
2,345 5,616 2,514
2,345 6,432 4,502 1,977

６．成果状況及びコメント（簡易評価は未記入）

○

○

●

＜状況＞新型コロナウイルス感染症の影響により令和2年度以降開催を中止していたが、5年ぶりの開催となった。
令和元年度より来場者数が600人減少している。
＜課題＞令和元年度より参加団体が減少（39団体から26団体）しているため、関係団体に参加を促したり、フェス
ティバル開催の周知方法や内容の充実に取り組み、来場者数を増やす必要がある。

７．評価及びコメント（簡易評価は未記入）
維持対象動向

手段効率化余地

公的関与

上位貢献度

成果向上余地

あり

妥当性が低い

影響度は小

小さい

類似事業

コスト削減余地

受益者負担

業務推進課題

なし

 

なし

余地なし

あり

８．改善改革案（簡易評価は必要な場合のみ記入） ■改善方向性 維持● 見直し○ ○廃止 ○事業終了
改革案/期待する成果/必要性/推進スケジュール/必要な費用（維持／事業終了の場合は記入する必要なし）

・周知方法の工夫及び内容の充実を図り、来場者の増加を目指す
。
・参加団体の収益に応じた費用の一部負担については、バザー等
の収益は少なく、貴重な活動資金となっているため難しい。（生
活福祉課と協議済み）

■事業開始背景及び現在の環境変化（市民・議会等の要望） ■備考･特記事項ｏｒ進行管理欄

本市に平成10年11月総合保健福祉施設が開館し、その施設の概要
を市民に啓発するイベントとして平成11年からカミーリヤフェス
ティバルが開催された。

事務事業が貢献すべき成果

３．意図

２．手段（事務事業の内容、やり方、手順）

（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

人

団体

あがっている

どちらかといえば
あがっている

あがっていない
（停滞・低下）


